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 三井物産は、日本企業の中で最も多くの研究が行われてきた企業のひとつで

あり、それを踏まえた総合商社史研究も多くの成果を生み、世界の中で比較的

特異な業態である総合商社が、後発国日本の経済発展を牽引する大きな役割を

果たしたことを明らかにしてきた。しかし総合商社が世界各地域でどのような

活動を展開してきたのかを正面から取り上げ、具体的な歴史的イメージを提示

した研究は少ない。その原因は、加工が重ねられた資料により、三井物産・総

合商社研究をなさねばならなかったところに求められる。  
 本論文はこうした限界を克服するものとして、米国国立公文書館所蔵の日系

企業押収文書に着目し、三井物産在米支店の資料により、ニューヨーク支店が

再置されてから閉鎖されるまで（１８９６～１９４１年）の三井物産在米支店

の活動を具体的に検討しようとするものである。  
 同資料の検討により、第１に、物産と同業他社が太平洋をはさんだ両岸にお

いてどのような活動を展開したのか、第２に在米店・関係店の組織や仕組み、

営業方法や関連業務などを明らかにすることにより、総合商社の具体像を提示

することを直接的な課題としつつ、さらに第３には、２０世紀前半の太平洋両

岸の開発と発展がどのように進んでいったのかを明らかにする。  
 本論文の構成は以下の通りである。三井物産が政商・輸入商社的な色彩を克

服する日清戦争後から第一次世界大戦開戦までの、各店舗の特色と開設された



在米店がどのような活動を展開したか（第１章）、大きなビジネスチャンスをも

たらした第一次大戦に際して、在米各店がどのように対応したかを検討した後

（第 2 章）、1920 年代、30 年代の物産本社の経営方針、全体の動向を明らかに
した（第３章）。続いて戦間期サンフランシスコ店の取扱高・損益・組織・金融

のあり方（第４章）、シアトル店の損益・金融などの店舗経営と主要取扱品であ

る米材・小麦・小麦粉の取扱い（第 5 章）、ニューヨーク店の動向と資金繰り、
主要商品である機械・金物、中南米市場への進出を検討した（第６章）。  
第１から３章までは在米店の分析を主にしながら時代順に物産全体の動向を

検討し、第４章から６章までは、残存資料の制約のために対象・方法は異なる

が、戦間期物産在米店の主要店舗である桑港・沙都・紐育の実態・活動を具体

的に明らかにした。  
第７章から１３章までは商品・商品群や付帯業務、特色ある営業・地域を取

り上げている。第 7 章では物産を総合商社たらしめた重要な営業形態である外
国売買とその主要商品であるゴム・錫・麻類の仕入と販売、第 8 章は外国売買
も広範に行われた植物性油脂・種実の仕入と販売、第 9 章では日本からの輸出
品である缶詰の仕入と販売、第 10 章では世界恐慌後、生糸に代わる重要輸出
品となった綿製品について、第 11 章では桑港店が交渉担当者となった石油輸
入について、第 12 章では新市場であるメキシコへの進出をどのように実現し
たのか、第 13 章では最大の付帯業務である船舶業務と各支店の関係を明らか
にした。終章では日中戦争開始から日米開戦まで、日米関係が険悪化する中で、

在米店がどのような活動を展開したかを明らかにした。  
 １４章に亙り、在米店の活動を詳細に明らかにした。三井物産が太平洋の両

岸において展開した活動の中心は、第１に日本と南北米間の貿易、第２に中国・

インド・南洋特産物の米国・世界市場への投入と米国産品のそれら地域への投

入という外国間貿易である。これらは時期によって取扱う商品も方法も大きく

異なり、それに応じて取扱店の営業内容が変わり、そのために物産内部におけ

る各店舗の位置付けも変化した。  
 日露戦後までの時期、物産の営業は比較的単純であった。日本から米国にむ

け硫黄や北海道材なども輸出したが、大部分は生糸であり、米国からは機械・

綿花・米材・小麦・小麦粉などを輸入した。米国とアジア・豪州との間では石

炭・油脂・錫、米材・小麦・小麦粉など両地域特産物の交易が行われていた。

在米店は日露戦後に、この外国貿易への進出を開始する。  
第一次大戦の勃発により、アジアから欧州系商社が撤退し、米大陸・欧州へ

のアジア産品の輸送ルートとしての太平洋の地位が高まった。日清戦後からア

ジア・北米に支店網を築き、輸送・交易を行っていた物産に大きなチャンスが



訪れ、各店は一挙に事業を拡大した。しかし在米店は大戦末期に大きな損失を

蒙り、営業を縮小する。そのため、1920 年恐慌の打撃は比較的軽微であった。  
在米店の営業は２０年代中期以降回復していく。日米貿易では機械・金物の

輸入が減少する一方石油輸入が増加し、輸出では生糸の地位が一層高まった。

アジアからはゴム・麻・錫・油脂が、北米からは米材・小麦・綿花に加え、機

械・金属などの工業製品がアジア向けに輸出された。  
 アジア産品によって米国・日本の工業が発展し、その輸出によってアジア地

域の開発が進み、開発がアジアの消費需要の増大をもたらし、北米・豪州の小

麦増産を誘引するという状況が生まれたのである。物産は太平洋岸の要地に支

店を設け、外国商社・邦商と競合しつつこの交易を担い、促進していった。  
この動きを一時的に止め、方向を転換させたのは世界恐慌であった。生糸輸

出の激減に対し、全体としては新市場への新商品の輸出によって対応し、日米

貿易についても繊維製品・缶詰輸出の増加を図った。物産紐育店は南洋・中国

特産物の社外販売によって仕入と販売の均衡を保っていく。日中戦争が長期化

していくと、在米商社は採算を度外視しつつ外貨を調達し、軍需物資と戦争経

済建設のための資材輸入に全力を注ぐことを求められ、それに応じていった。  
在米店は、アジア・日本と米国の開発と工業化の進展に応じて自らを変えて

いった。開発と工業化は取扱品目だけでなく、輸送・金融手段の革新や支店立

地の変化も伴った。言うまでもなくこうした革新・変化は、物産の「反対商」

によっても同様に担われたのであり、このような活動が開発と工業化、世界経

済の変貌をもたらしたのである。  
在米店の支店経営についても具体的に明らかにした。物産の海外店は輸出・

輸入・外国間、仕入れ・社外販売の組み合わせによっていくつかのパターンに

分類される。貿易商社は単一支店のみで仕入れ・販売が完結することはなく、

加えて物産は支店独立採算の度合が強かったため、取扱いに関する支店間の取

決めが不可欠であった。商品ごとに経費負担・利益配分を詳細に定め、また他

店のモチベーションを引出す仕組みも不可欠であった。  
独立採算制のもとでは、取扱高と利益の多寡が、支店長や担当者の評価に直

結することは言うまでもない。支店は新規事業開拓のため、あるいはリスクに

備えるために多額の簿外リザーブを蓄積した。各店は、仕入店・販売店という

特色は持つが、支店経営の安定のために仕入と販売をある程度均衡させること

が必要であった。店舗設置に際しては特定の業務を主に担当することが期待さ

れるが、次第に多様な業務に進出していく。取扱商品の多角化は人材のフル稼

働だけからでなく、支店経営の安定のためにも必要だったのである。  
在米店は米国から多様な商品を仕入れて日本・アジアに輸出した。輸出品の



販売をめぐっては、綿花などの例外的な商品を除くと、邦商だけでなく米国系

商社・華商と激しい競争を展開していた。販売店からは反対商の動向が常に報

じられ、仕入れ店である在米店は販売店の求める価格・品質を確保することに

努め、反対商と対抗しつつ地盤を確保していった。  
在米店が販売したのは日本産品と外国貿易品であった。日本からの輸出品は

第一次大戦前まで生糸以外に木材・硫黄・石炭などの原料品もあったが、大戦

後は食料品・雑貨・綿製品など、半製品・最終消費品が増加する。生糸は物産

が輸入商・ディーラーを兼ね、社員・セールスマンが実需筋に販売し、米国市

場において最有力の商社であった。  
缶詰に見たように、消費者に近い商品の販売は難しかった。ブランド名を浸

透させ、卸商・チェーンストア・デパートへの売込みを主とするが、社員が販

売ルートを開拓することは難しく、ブローカー・セールスマンに頼らざるを得

なかった。  
外国貿易品の米国への売込みも困難な仕事であった。多くの場合、既に形成

されている市場に外国商社としてのハンディを背負って参入するのである。デ

ィーラー向け販売から、次第に実需筋へと販路を拡大するが、その場合もセー

ルスマン・ブローカーを活用せねばならなかった。  
 以上、物産が太平洋両岸において、どのような組織と仕組みにより、どのよ

うな活動を展開してきたのかを明らかにした。従来の物産研究は、①順調な、

予定調和的な発展として描き、②支店の分析を等閑視してきたことを指摘した

が、本論文を通じて、そうした従来の欠陥を克服する実証分析を提示した。加

えて、物産を先頭とする内外商社の活動が太平洋両岸のダイナミックな開発と

工業化をもたらしたことを指摘し、その両地域の変貌、すなわち地域の経済や

政治・社会の変貌に対応して物産各店は自らの業容を変えていったことを明ら

かにした。  

 
 
 
 
 
 
  

 
 
 


